
1 基本情報

・ 各種事業運営業務
体験型のサイエンスショー、ワークショップ運営業務、科学図書館管理業務

・ 施設維持管理業務
建物全体の維持管理や庭園管理業務など

・ その他の業務

2 利用状況を把握するための指標 3 平成２９年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

平成２９年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 環境生活部　県民文化局　文化伝承課

評価対象期間 Ｈ２９．４．１　～　Ｈ３０．３．３１

指 定 管 理 者

名     称 トータルメディア・中電興業サイエンスワールド運営グループ

構 成 員 株式会社トータルメディア開発研究所、中電興業株式会社

所 在 地 東京都千代田区紀尾井町３番２３号

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県先端科学技術体験センター　（通称：サイエンスワールド）

所 在 地 瑞浪市明世町戸狩５４

H28.4.1 ～ H33.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 160,132

利 用 料 金（利用料金なしの施設） 0
Ｈ２７ 112,115

指定管理料 157,300
Ｈ２８ 117,414

そ   の   他 2,832
Ｈ２９ 103,920

支  出  計 151,395

人   件   費 63,280

施設管理費 65,604

そ   の   他 22,511

差   　　　　　　  引 8,737

納　　 　付 　　　金

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・来館アンケートの結果について、来館者の年代、世
代もバラバラかと思うが実態を反映しているか。現状
のアンケート結果を見ると一般の人が少なく感じる。

・来館者の実態がより把握できるようアンケート内容を修正。
「一緒に来た人（もしくは連れてきてくれた人）」について問う
設問等を設けた。

・地震の際、テレビや大型モニターが倒れないように
館内の対策を行ってほしい。

・転倒の恐れがあるサイエンスラボ全4教室の使用していない
大型モニターを撤去。

・開館時間を遅くまで延長することはできないか。中学
生は部活動をしており、なかなか開館時間内に来館
できない。

・従来の開館時間外で行う天体観測に関する講座を実施。
（12/16（土）　17時～18時　公開講座「冬の星空かんさつ会」）
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 4.3

・利用者ニーズの把握につとめ、プログラム開発の努力や工夫は大いに
評価できる。
・サイエンスワークショップ等の開発、本当に大変だと思うが、精力的に
やっておりありがたい。
・ネガティブな意見や要望の内容と、それらへの対応策を知り、改善への
提言を行いたい。

設置目的の充足状況 4.3

・出張ワークショップ、ワークショップ、講座等事業内容はよくできており、
大いに評価できる。
・これだけ興味のあるすばらしい取り組みをしているので、さらに広報活
動に力を入れて広めると良い。
・利用者の満足度に加えて、教育効果を検証したいところである。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 4.1
・県内大学等と連携を図ることは、とても有難い活動である。
・地域指導者の養成の取り組みがすばらしいと思う。これからも増やして
いってほしい。

経営状況 3.9

派生的効果 3.9 ・当館の存在を知らない教育学部の大学生が結構いる。
・さらなるマスコミ等への情報発信をお願いしたい。

５ 定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

S ・地域指導者を養成するため取り組んでおり、他施設と連携して積極的にワークショップや教員向け
講座等を実施していることについて評価できる。


